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修復的司法の対話 Restorative Justice 

(a) 犯罪被害加害の対話(メディエーション) victim-offender mediation

(b) 修復的対話(カンファランス) 家族カンファランス、地域カンファランス

restorative conference (family group, community conference)

(c) 修復的対話サークル circles 

トーキングサークル カナダの先住民が用いていた対話が原型

葛藤解決のサークル, 未然防止のサークル, 癒しのサークル, 量刑するサークル

※修復的対話プログラムと子どもおよび若者

※学校における修復的対話プログラム



日本版の修復的対話トーキングサークル
どんなふうに開始し、問い、終結するのでしょう。

 マインドフルネス, 8回深い呼吸と瞑想の時間.
 チェックイン: あなたのことを紹介してください（オンライン各自のトーキングピースも紹介).
 最初の問い(1ラウンド) : あなたが、他の人を大切にするとき、どのようなことを大切にしてい

ますか？センターにおいてある言葉カードから、そのことを説明するのにふさわしい言葉を一
つ選んで、なぜ、その言葉を選んだのか教えて下さい。

 第2の問い(２ラウンド) : 他の人の話を聴いて、思ったこと、感じたことを教えて下さい。1ラウ
ンドでの話に追加したいことがあったら、そのことを話してくださってもかまいません。

 第3の問い(3ラウンド) :この対話のあとで、あなたは、どのようなことを大切にしたい/守りたい
/試してみたい、と思いましたか？

 クロージング : 対話に参加してくださって、ありがとうございました。この対話に参加した体験
を教えて下さい。

★私たちは、ケイ・プラニス、マーク・アンブライトに学びました。

★上記のモデルは、キャロリン・ボイズ‐ワトソンとケイ・プラニスによる

「修復的対話サークル リソースガイド」をお手本にしています。



参加者のなかで、何が起きているのか？
混合研究法 研究１ (2018) : クロスオーバースタディ

日本版トーキングサークルとフリートーク1回参加後の比較 (N= 各 7 )
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たった1回の参加で、トーキングサークルに参加すると不安が低下した



研究2 (2019)  日本版トーキングサークルに、健康な大学生が
隔週、継続3回参加した場合の効果に関する研究

シングル・サブジェクト・スタディデザイン （N=28）
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日本版修復的対話サークルに隔週継続３回参加した場合の効果
気分プロフィール POMS2 N＝28

健康な大学生 28名
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参加学生の内部で何が起きていたのか？

楽しかった、温かく、リラックスできた体験だった.

授業の後で、とても疲れていたのに、参加するとリフ
レッシュでき、気分がすっきりして元気になれた、
とても不思議な体験だった。

参加する前、私はふつう他の人とは必要以上に付き合
いたくなかったが, 参加しているうちに他に人に関心
がわいて、他の人と付き合ってみたいと思うように
なった。実際に付き合いようにもなった。

私は、参加する前、他の人と付き合うのが怖かった。
が、参加して、人の話を聴くというとがわかった。
他の人の声を聴くことが苦ではなくなり、怖くなく
なった。

ある教員からの情報、
指導していた学生が急に患者さんの話を
上手に聴けるようになった。
過去３年間も指導して難しかったのに、
たった1か月半で上手になった。



あなたは、
他の人を尊重するとき、

どのようなことを大切にしてい
ますか？
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この事業は、
東京都足立区公益活動げんき応援事業から助成を受けて行ってい

ます。

連絡先
e-mail      umezaki@taiwanokai.jp

NGO  Restorative Justice Dialogue Japan 
Homepage  https://rjtaiwanokai.wixsite.com/info/home
Facebook  https://www.facebook.com/rjtaiwanokai/

(Japanese only, sorry)
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